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書
き
込
ん
だ
も
の
を
抜
粋
し
た
。 
一
八 
「
富
大
・
日
本
文
学
近
代
ゼ
ミ 
芥
川
の
「
芋
粥
」
再
現 
樹
液
で
古
代
の
甘
味
料 
来
月
２
日
、
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
と
調
理
」（『
富
山
新
聞
』
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
九
日
）、「
芥
川
の
「
芋
粥
」
ど
ん
な
味 
富
山
大 
古
代
料
理
再
現
に
挑
戦
」（『
北
日
本
新
聞
』
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
九
日
）、「
芥
川
の
「
芋
粥
」
ど
ん
な
味
？ 
富
山
大 
来
月
、
再
現
実
験
に
挑
戦
」（『
毎
日
新
聞
』
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
九
日
）、「
芥
川
短
編 
題
材
の
古
代
料
理 
「
芋
が
ゆ
」
再
現
な
る
か 
富
大
文
学
ゼ
ミ
生
が
挑
戦
」（『
北
陸
中
日
新
聞
』
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
九
日
）
な
ど
。
そ
の
他
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
北
日
本
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
」
で
生
放
送
と
し
て
撮
影
さ
れ
て
い
た
が
、
番
組
映
像
は
未
見
。 
一
九 
以
下
の
気
象
デ
ー
タ
は
全
て
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
過
去
の
気
象
デ
ー
タ
検
索
」（h
ttp
s://w
w
w
.d
a
ta
.jm
a
.g
o.jp
/ob
d
/sta
ts/etrn
/in
d
ex
.p
h
p
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
二
四
日
閲
覧
）
に
よ
る
。 
二
〇 
石
橋
顕
「
古
代
の
甘
味
料
甘
葛
煎
の
は
な
し
」（
山
辺
規
子
編
著
『
甘
葛
煎
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
か
も
が
わ
出
版
、
平
成
三
〇
年
三
月
） 
二
一 
「
芥
川
龍
之
介
の
「
芋
が
ゆ
」
を
学
生
が
再
現
」（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
「
ニ
ュ
ー
ス
６
」
平
成
三
〇
年
一
二
月
三
日
放
映
）、
記
録
は
「
富
大
生
た
ち
が
奮
闘
！
芥
川
の
「
芋
が
ゆ
」
再
現
に
挑
戦
」
（h
ttp
://w
w
w
.tu
lip
-
tv
.co.jp
/n
ew
s/d
eta
il/in
d
ex
.h
tm
l?T
ID
_D
T
0
3
=
2
0
1
8
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0
3
1
8
4
3
0
3 
平
成
三
一
年
一
月
二
六
日
閲
覧
） 
二
二 
「
芋
が
ゆ 
い
と
う
ま
し 
芥
川
の
短
編
に
登
場
「
高
級
さ 
わ
か
っ
た
」 
富
大
生 
12
時
間
か
け
再
現
」（『
読
売
新
聞
』
富
山
地
域
面
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
四
日
） 
二
三 
「
芥
川
の
芋
粥 
甘
く
さ
っ
ぱ
り 
平
安
貴
族
愛
し
た
菓
子
再
現 
富
大
人
文
学
部
生 
ナ
ツ
ヅ
タ
の
樹
液
煮
込
み
12
時
間
」（『
富
山
新
聞
』
平
成
三
〇
年
一
二
月
三
日
） 
二
四 
前
掲
の
気
象
庁
の
記
録
に
よ
れ
ば
、一
月
九
日
の
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
一
・
六
度
、
一
〇
日
が
マ
イ
ナ
ス
二
・
九
度
、
一
一
日
が
二
・
四
度
と
推
移
し
て
お
り
、
こ
の
年
の
一
月
で
最
も
寒
い
時
期
で
あ
っ
た
。 
二
五 
石
橋
顕
「
古
代
の
甘
味
料
甘
葛
煎
の
は
な
し
」（
山
辺
規
子
編
著
『
甘
葛
煎
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
か
も
が
わ
出
版
、
平
成
三
〇
年
三
月
） 
二
六 
三
好
行
雄
『
芥
川
龍
之
介
論
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
一
年
九
月
） 
二
七 
高
橋
博
史
『
芥
川
文
学
の
達
成
と
模
索
』（
至
文
堂
、
平
成
九
年
五
月
） 
二
八 
三
好
行
雄
『
芥
川
龍
之
介
論
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
一
年
九
月
） 
二
九 
『
日
本
古
典
文
学
全
集
38 
今
昔
物
語
集
（
４
）』（
小
学
館
、
平
成
一
四
年
五
月
） 
三
〇 
『
国
史
大
系 
第
十
六
巻
』（
経
済
雑
誌
社
、
明
治
三
四
年
一
〇
月
） 
三
一 
『
改
定
史
籍
集
覧 
第
九
冊
』（
近
藤
活
版
所
、
明
治
三
四
年
六
月
） 
三
二 
『
丹
鶴
叢
書 
今
昔
物
語
下
』（
国
書
刊
行
会
、
大
正
元
年
一
二
月
） 
研究会 はじめに―文学と観光の相互連関 (高志の国文学館)
没後20年　佐多稲子「水」を読む 中山悦子 8名
公開読書会 富山大学日本文学分野近代ゼミ共催 （富山大学）
山内マリコ『メガネと放蕩娘』を読む 小谷瑛輔 41名
研究会 （富商会館）
「高島高の戦争詩」 金山克哉
山川健一『人生の約束』 谷川拓矢 14名
文学散歩 中央通り・いたち川
山内マリコ『メガネと放蕩娘』ツアー 村上瑞季 9名
忘年会・打ち合わせ （ウィット・モア）
8名
研究会 （富商会館）
『群峰』5記念号　合評会 8名
研究大会 （高志の国文学館）
第10回記念大会
「翁久允―研究の現在と展望―」
司会 水野真理子
基調報告 「翁久允の渡米―移民地文芸の出発」 八木光昭
対談 「想い出すままに―父翁久允―」 逸見久美氏・水野真理子
研究展望 「『翁久允文献目録』を編集して」 須田満氏
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第69回 4/20（土）
第65回 8/11(土)
第66回 㻝㻜㻛㻝㻠
（日）
第67回 㻝㻞㻛㻝㻞
（水）
第63回 4/26（木）
第64回 6/17(日）
第68回 2/12（水）
- 143 -
